
〔令和6年12月19日 第16回定例会資料〕

議案第４３号

１ 議案名

徳島県会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する規則の一部

を改正する規則について

２ 提案理由

徳島県学校職員給与条例の一部が改正されることに伴い、会計年度任

用学校職員の勤勉手当の支給割合の算定における勤務成績による割合を

改める必要がある。

教 職 員 課
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徳島県会計年度任用学校職員の給与及び費用弁償に関する規則の一部改正について

教職員課

１ 規則改正の理由

徳島県学校職員給与条例の一部が改正されることに伴い、会計年度任用学校職員の勤勉

手当の支給割合の算定における勤務成績による割合を改める必要がある。

２ 規則改正の概要

勤勉手当の成績率の引上げ

徳島県学校職員給与条例が適用される教職員の給与改定に準じ、会計年度任用学校

職員の勤勉手当の成績率を１２月期で「０．０５月分」引上げ、年間２．１０月分と

する。

６月期 １２月期 年計

月 月 月
現 行 1.025 1.025 2.05

改 定 後 1.025 1.075 2.10

３ 施行期日等

公布の日から施行（令和６年１２月１日適用）
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条

例

等

立

案

表

題

名

課
（
室
）
名

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規

教

職

員

課

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

担
当
者
名

池

田

晋

平

電
話
番
号

三

一

二

六

提
案
（
制
定
）
理
由

徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
勤
勉

手
当
の
支
給
割
合
の
算
定
に
お
け
る
勤
務
成
績
に
よ
る
割
合
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

あ
ら
ま
し

一

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
の
算
定
に
お
け
る
勤
務
成
績
に
よ
る
割
合
に
つ

い
て
、
勤
務
成
績
が
良
好
な
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
を
百
分
の
百
四
・
五
以
上
百
分
の
百
七
・
五
以

下
等
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

一
に
つ
い
て
は
、
令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

関
係
法
規

徳
島
県
学
校
職
員
給
与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
六
年
徳
島
県
条
例
第

号
）

予
算
上
の
措
置

法
令
審
査
会

要

・

否

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

実
施

・

省
略

・

対
象
外
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徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第

号

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
十
二
月

日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

中

川

斉

史

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
徳
島
県
教
育
委

員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
五
第
一
号
中
「
百
分
の
百
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
七
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
百
分
の
九
十
九
・
五
」
を
「
百
分
の
百
四
・
五
」
に
、
「
百
分
の
百
二
・
五
」
を
「
百
分
の
百
七
・
五

」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
百
分
の
九
十
一
」
を
「
百
分
の
九
十
六
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
等
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
給
与
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、

令
和
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
給
与
の
内
払
）

２

改
正
後
の
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
給
与
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
改
正
前
の
会
計
年

度
任
用
学
校
職
員
給
与
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
会
計
年
度
任
用
学

校
職
員
給
与
規
則
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。
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徳
島
県
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）

新
旧
対
照
表

改

正

案

現

行

第
十
五
条
の
五

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
勤
勉

第
十
五
条
の
五

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
勤
勉

手
当
の
支
給
割
合
の
算
定
に
お
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

手
当
の
支
給
割
合
の
算
定
に
お
け
る
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
学
校
職
員
の
勤
務
成
績
に
よ
る
割
合
は
、
当
該
職
員
の
職
務

用
学
校
職
員
の
勤
務
成
績
に
よ
る
割
合
は
、
当
該
職
員
の
職
務

に
つ
い
て
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
者
に
よ
る
勤
務
成
績
の
証
明

に
つ
い
て
監
督
す
る
地
位
に
あ
る
者
に
よ
る
勤
務
成
績
の
証
明

に
基
づ
き
、
当
該
職
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か

に
基
づ
き
、
当
該
職
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
委

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
委

員
会
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

員
会
が
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

勤
務
成
績
が
優
秀
な
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学
校
職

一

勤
務
成
績
が
優
秀
な
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学
校
職

員

百
分
の
百
七
・
五
超

員

百
分
の
百
二
・
五
超

二

勤
務
成
績
が
良
好
な
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学
校
職

二

勤
務
成
績
が
良
好
な
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学
校
職

員

百
分
の
百
四
・
五

以
上
百
分
の
百
七
・
五
以
下

員

百
分
の
九
十
九
・
五
以
上
百
分
の
百
二
・
五
以
下

三

勤
務
成
績
が
良
好
で
な
い
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学

三

勤
務
成
績
が
良
好
で
な
い
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
学

校
職
員

百
分
の
九
十
六
以
下

校
職
員

百
分
の
九
十
一
以
下


